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１９９４年、国際アルツハイマー病

協会は、世界保健機関（ＷＨＯ）と

共同で９月２１日を「世界アルツハ

イマーデー」と制定し、この日を中

心に認知症の啓発をしています。ま

た、毎年９月を「世界アルツハイマー

月間」と定め、全国の市町村では、

さまざまな啓発の取り組みが行われ

ています。与謝野町でも庁舎や図書

館で図書の紹介や、リーフレットを

置いて認知症を少しでも身近に知っ

ていただけるよう啓発しています。 与謝野町での啓発の様子

９月は アルツハイマー月間 です　－ テーマカラーは「オレンジ」  －

知
ろ
う
！
　
学
ぼ
う
！
　
身
近
な
認
知
症
の
こ
と

― 

高
齢
者
の
７
人
に
１
人
が
認
知
症 

―

認
知
症
は
身
近
な
病
気

　「
認
知
症
」
と
は
、
正
常
で
あ
っ

た
脳
の
知
的
な
働
き
が
、
何
ら
か
の

病
気
に
よ
っ
て
脳
の
神
経
細
胞
が
壊

れ
る
た
め
に
起
こ
る
症
状
や
状
態
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。
年
を
と
る
と
誰

で
も
な
り
う
る
病
気
で
、
症
状
が
進

行
す
る
と
、
だ
ん
だ
ん
と
理
解
や
判

断
す
る
力
が
な
く
な
り
、
社
会
生
活

や
日
常
生
活
に
支
障
が
で
て
き
ま

す
。
認
知
症
の
う
ち
半
数
以
上
が
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
で
す
。

認
知
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　
認
知
症
は
単
な
る
も
の
忘
れ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
脳
の
老
化
と
と
も
に

も
の
覚
え
が
悪
く
な
っ
た
り
す
る
も

の
忘
れ
は
、
行
為
の
一
部
や
事
柄
の

一
部
を
忘
れ
る
の
に
対
し
て
、
認
知

症
に
よ
る
も
の
忘
れ
は
、
体
験
し
た

認知症は何らかの病気によって起こる

症状や状態の総称。

老化による「もの忘れ」と「認知症」

は違います。

こ
と
そ
の
も
の
を
忘
れ
、
も
の
忘
れ

し
て
い
る
自
覚
が
な
い
の
が
特
徴
。

症
状
が
進
行
す
る
と
忘
れ
る
度
合
い

も
徐
々
に
増
え
て
い
き
ま
す
。

社
会
生
活
へ
の
影
響
大

　
年
齢
が
若
く
て
も
認
知
症
を
発

症
す
る
こ
と
が
あ
り
、
65
歳
未
満

で
発
症
し
た
場
合
を
「
若
年
性
認
知

症
」
と
い
い
ま
す
。
人
口
10
万
人

当
た
り
の
若
年
性
認
知
症
患
者
数
の

割
合
は
50
・
９
人
※

で
、
患
者
数
は

３
万
５
７
０
０
人
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
初
期
症
状
に
は
「
人
の
名
前
が
覚

え
ら
れ
な
い
」「
も
の
忘
れ
が
激
し

い
」
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
、
働
き

盛
り
の
40
～
50
代
の
人
た
ち
は
、
初

期
症
状
を
見
逃
し
早
期
治
療
の
機
会

を
逃
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
若
い

方
が
発
症
し
た
場
合
は
、
職
を
失
う

お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
、
家
族
を
も
巻

き
込
ん
で
経
済
的
に
も
精
神
的
に
も

今
後
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
気
に
な
る
場
合
は
、
相
談

窓
口
に
相
談
す
る
他
、
専
門
医
を
受

診
し
て
検
査
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

若いから大丈夫、と思っていませんか？

そんなことはありません。

若年性認知症の有病率は増加しています。

「もしも、家族や自分が認知症になったらどうしよう ･･･」

そんな不安を抱いたことはありませんか？

そもそも認知症と老化は違うのでしょうか。

まずは、認知症について正しい知識を持つことが大切です。

認知症の始まりにいち早く気づけるのは身近にいる「家族」

です。少しでも「変だな」「様子がおかしいな」と思った

ら早めに医療機関や専門機関に相談しましょう。

― 特集 ―

認知症になってもならなくても、

自分らしく幸せに暮らせるまち 与謝野町

日
本
の
認
知
症
の
現
状

　
高
齢
化
と
と
も
に
、
認
知
症
の
人

数
も
増
加
し
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
で
は
２
０
１
２
年
度
の
時
点
で

４
６
２
万
人
（
15
・
０
％
）
が
患
っ

て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も

高
齢
化
が
進
み
認
知
症
の
人
は
さ
ら

に
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

左
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
、
２
０
２
５

年
に
は
65
歳
以
上
の
人
口
の
約
20
％

が
認
知
症
を
有
し
て
い
る
状
況
に
な

る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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※ 

出
典
　
日
本
に
お
け
る
認
知
症
の
高
齢
者

人
口
の
将
来
推
計
に
関
す
る
研
究

アルツハイマー病アルツハイマー病
（67.6％）（67.6％）

血管性認知症

（19.5％）

レビー小体型

認知症（4.3％）

その他（8.6％）

認知症の主な原因疾病

※ 出典

厚生労働省社会保

障審議会介護保険

部会資料

※ 

出
典
　
独
立
行
政
法
人
東
京
都
健
康
長
寿

医
療
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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「
早
期
発
見
」「
早
期
治
療
」

　
早
期
に
治
療
を
行
え
ば
、
症
状
の

悪
化
を
防
止
す
る
こ
と
も
可
能
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。「
ち
ょ
っ
と
お

か
し
い
」「
以
前
と
様
子
が
違
う
」

と
思
っ
た
ら
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　
日
常
生
活
で
左
の
よ
う
な
変
化
が

あ
れ
ば
メ
モ
を
し
て
、
ま
ず
は
か
か

り
つ
け
医
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。「
認
知
症
は
治
ら
な
い
の
で
、

病
院
に
行
っ
て
も
仕
方
が
な
い
」
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
他

の
病
気
と
同
じ
よ
う
に
、
認
知
症
も

早
期
発
見
・
診
断
・
治
療
は
と
て
も

重
要
で
す
。
与
謝
野
町
内
に
は
認
知

症
の
鑑
別
診
断(

以
下
参
照)

、
周

辺
症
状
と
身
体
合
併
症
の
治
療
、
専

門
医
療
相
談
等
を
行
う
「
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
た
京

都
府
立
医
科
大
学
附
属
北
部
医
療
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
、
専
門
医
が
診
察
を

行
っ
て
い
ま
す
。

《鑑別診断》ＭＲＩなどの頭部画像検査や質問による認知機能

検査など、必要な検査と専門医の診察によって認知症の有無や

原因疾患、重症度等を調べます。鑑別診断をすることで正常圧

水頭症や慢性硬膜下血腫など治療で良くなる疾患や、認知症以

外の疾患が見つかることがあります。また、アルツハイマー型

認知症では進行を遅らせる薬があります。早期に診断を受ける

ことで、今後の治療方針や介護方針を立てることができ地域で

安心して生活できることにつながります。

見守りネットワークの事前登録制度

行方不明となられた方を早期発見・早期保護できる

よう、近隣市町や警察と連携して認知症高齢者等の

「見守りネットワーク」を構築しています。行方不

明者のご家族から要望があった場合に、町からネッ

トワーク構成団体 ( 介護保険事業所・福祉サービス

事業所・民生委員など ) に協力を要請し、各事業所

には通常の業務の中で捜索活動に協力をいただいて

います。ご本人やご家族の同意があった場合に限り、

行方不明となるおそれのある方の氏名や顔写真等を

あらかじめ登録しておくことができます。

認知症高齢者等位置探索サービス（ＧＰＳ）の利用補助

認知症等で徘徊により行方不明になるおそれのある

高齢者等を、より早期に発見・保護するため、遠隔

地から位置情報を発信する携帯型端末等の購入経費

や初期費用等を補助します（レンタルは除く）。

注 意 が 必 要 な 変 化

● 

本
人
の
過
ご
し
た
い
場
所
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
家
族

状
況
も
含
め
て
、
看
取
り
の
場
所
や
心
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う

認知症の経過と地域の関わり

認知症は下表のように進行していきます。その段階ごとに本人の暮らし・様子の変化や家族の心得・対応のポイ

ントを確認することができます。

認
知
症
の
段
階

● 

仕
事
や
趣
味
な
ど
に
取
り
組
む

● 

地
域
行
事
へ
参
加
す
る

最
近
の
こ
と
を
よ
く
忘
れ
る

● 

も
の
忘
れ
が
増
え
る
が
自
覚
も
あ
る

　（
人
か
ら
も
言
わ
れ
始
め
る
）

● 

日
常
生
活
は
自
立
し
て
い
る
が
、
計
算
間
違
い
や
漢
字
の
ミ
ス

な
ど
が
増
え
る

周
囲
が
違
和
感
を
感
じ
出
す

● 

同
じ
こ
と
を
何
回
も
聞
く

● 

物
や
人
の
名
前
が
出
て
こ
な
い

● 

さ
さ
い
な
こ
と
で
イ
ラ
イ
ラ
し
て
怒
り
っ
ぽ
く
な
る

● 

料
理
や
買
い
物
、
金
銭
管
理
が
難
し
く
な
っ
て
く
る

１
人
で
は
暮
ら
し
に
く
く
、
何
ら
か
の
支
援
や
見
守
り
が
必
要

● 

物
盗
ら
れ
妄
想
や
攻
撃
的
な
言
動
が
み
ら
れ
、
周
囲
と
の
衝
突

が
増
え
て
く
る

● 

料
理
の
手
順
が
分
か
ら
な
く
な
る

● 

季
節
に
合
っ
た
服
を
選
ぶ
の
が
難
し
い

● 

着
替
え
、
入
浴
を
し
な
く
な
る

● 

外
出
の
回
数
が
減
る

生
き
る
た
め
の
支
援
や
配
慮
が
必
要

● 

食
事
、
ト
イ
レ
、
着
替
え
、
入
浴
、
移
動
に
介
助
が
必
要

● 

言
葉
数
が
減
り
、
感
情
の
表
出
も
乏
し
く
な
る

　（
目
・
耳
・
鼻
な
ど
の
機
能
は
残
っ
て
い
る
）

● 

日
中
も
眠
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
な
る

● 

家
族
で
も
分
か
ら
な
く
な
る

● 

認
知
症
に
な
っ
た
と
き
の
こ
と
を
家
族
み
ん
な
で
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

● 

認
知
症
は
病
気
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

● 

年
齢
の
せ
い
に
せ
ず
、
気
に
な
り
は
じ
め
た
ら
、
早
め
に

か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

● 

本
人
が
交
流
の
機
会
を
保
て
る
よ
う
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
利
用
を
検
討
し
ま
し
ょ
う

本
人
が
で
き
る
こ
と
は
本
人
に
任
せ
、
で
き
な
い
こ
と
を

支
援
し
ま
し
ょ
う

● 

焦
ら
ず
、
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い
こ
と
が
大
切
で
す

家
族
の
介
護
負
担
を
軽
減
し
ま
し
ょ
う

● 

介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し
て
介
護
疲
れ
を
防
い
だ
り
、

家
族
交
流
会
を
利
用
し
て
介
護
上
の
情
報
交
換
や
交
流
の
機
会

を
持
ち
ま
し
ょ
う

● 

お
金
や
通
帳
、
財
産
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
お
き

ま
し
ょ
う

元気

自立

認知症

の疑い

認知症

（軽度）

誰かの見守り

があれば日常

生活は自立

認知症

（重度）

認知症

（中等度）

日常生活を送る

には支援や介護

が必要

常に専門医療や

介護が必要

家
族
の
心
得
・
対
応
の
ポ
イ
ン
ト

本
人
の
暮
ら
し
・
様
子

与謝野町の認知症に関する主な 制度 と 支援

与謝野町では、ご本人やご家族が安心して生活できるよう、認知症に関する制度を設け、さまざまな支援を行ってい

ます。詳しくは福祉課内にある地域包括支援センター（☎４３-９０２１）までお問い合わせください。

■ 対象者

行方不明になるおそれ

のある認知症高齢者等

本
人
の
暮
ら
し
・
様
子

特集　認知症になってもならなくても自分らしく幸せに暮らせるまち、与謝野町

日付け ( 今日が何月何日か )

がわからない

住所や電話番号を

覚えていない

好きだったことを

やらなくなった

簡単な事柄や質問の

意味がわからない

場所の見当がつかない、

道に迷ったりする

何回も同じことを尋ねたり、

言ったりする

計算やお金の勘定

ができない

よく知っている人の

名前を覚えていない
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岩滝地域

いわたきサロン ☎ 46-1150

ひよりカフェ ☎ 46-5339

加悦地域

シルクカフェ ☎ 42-0051

認知症なんでも相談カフェうえもり ☎ 42-6663

みんなのうちサロン ☎ 44-1712

野田川地域

あわしま・いしかわサロン ☎ 44-2030

なごみカフェ ☎ 44-3022

ふれ愛サロン ☎ 43-1840

喫茶　茶ぽーと ☎ 43-0140

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
方
や
そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守

る
応
援
者
の
こ
と
で
す
。
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
（
１
時
間
半
程

度
）
を
受
講
す
れ
ば
、
ど
な
た
で
も

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
与
謝
野
町

で
は
、
毎
年
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

（
講
師
役
）
が
小
中
学
校
向
け
に
講

座
を
開
催
し
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

認知症サポーターの証「オレンジリング」

認知症サポーターには「認知症の人を応援します」という意志を示す

認知症サポーターカードやオレンジリング等が渡されます。

認知症を正しく理解する人が多い地域は、認知症

の人やその家族にとって暮らしやすくなります。

あなたも認知症サポーターになりませんか？

認
知
症
カ
フ
ェ

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
・
知
人
、

医
療
や
介
護
の
専
門
職
、
そ
し
て
地

域
の
人
々
が
気
軽
に
集
い
、
和
や
か

な
雰
囲
気
で
交
流
を
楽
し
み
、
認
知

症
の
こ
と
や
対
応
な
ど
に
つ
い
て
お

互
い
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
カ
フ
ェ
で
す
。
町
内
で
は
９
事
業

所
・
団
体
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
開

催
日
時
等
詳
細
は
そ
れ
ぞ
れ
の
カ

フ
ェ
ま
た
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

認知症カフェの様子

全国で約８，０００のカフェが運営されています。

本人にとっても、家族にとっても大切な場所。

地域で支えあうことが重要です。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　
市
町
村
が
設
置
す
る
機
関
で
、
認

知
症
サ
ポ
ー
ト
医
と
医
療
・
介
護
の

専
門
職
で
構
成
。
認
知
症
の
早
期
発

見
と
早
期
対
応
を
目
指
し
て
活
動

す
る
認
知
症
の
専
門
チ
ー
ム
で
す
。

認
知
症
の

疑
い
が
あ

る
方
や
認

知
症
の
あ

る
方
の
自

宅
を
訪
問

し
、
心
配

ご

と

や

困
っ
て
い

る
こ
と
を

聞
き
、
今

「認知症とともに生きる」

認知症は誰でもなり得る病気であり、

特別なものではありません。早期に

気付き、適切な医療や周囲の関わり、

ちょっとした生活の工夫により、よ

り穏やかに生活を送ることができま

す。少しでも違和感があれば決して

抱え込まずに相談してください。そ

して、誰もが認知症を正しく理解し、

認知症になってからも希望と尊厳を

もって暮らし続けることができる地

域を創っていきましょう。 

認知症初期集中支援チーム員

主査社会福祉士　安
あ

達
だち

　寛
ひろ

将
まさ

（地域包括支援センター）

早期の段階で支援。

認知症とともに、今後も住み慣れた地域で暮ら

せるようにお手伝いします。

後
の
対
応
に
つ
い
て
本
人
や
家
族
と

一
緒
に
考
え
ま
す
。
ま
た
、
必
要
が

あ
れ
ば
医
療
機
関
の
紹
介
や
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
利
用
支
援
や
情

報
提
供
等
を
行
い
ま
す
。

小学校での認知症サポーター養成講座の様子

在宅で生活されている４０歳以上の

方で、認知症の疑いのある方、認知

症の診断を受けている方で、かつ次

に該当する方。

対象となる方

上記の基準をもとに、認知症初期集

中支援チームの対象か否かを判断し

ています。

■ 適切な医療サービスや介護サー

ビスを受けていない方、またはサー

ビスの利用を中断している方

■ 医療サービスや介護サービスを

受けているが、認知症の症状が悪化

し対応に悩んでいる

認知症に関する相談窓口

１人で悩まず、ささいなことで

もご相談ください。

与謝野町地域包括支援センター

（福祉課内）☎ 43-9021

保健師・ケアマネジャー・社会福祉士・

理学療法士などの専門職が連携して皆

さんの生活を支えています。

認知症疾患医療センター

（京都府立医科大学附属北部医療セ

ンター内）☎ 46-4701

認知症の鑑別診断、周辺症状と身体合

併症に対する急性期治療、専門医療相

談の実施や、地域の保健医療・介護関

係者とのネットワークを構築していま

す。

京都府認知症コールセンター

☎ 0120-294-677

認知症について日ごろから悩んでいる

こと、疑問に思うことなどを相談員に

相談ができます。

京都府若年性認知症コールセンター

☎ 0120-134-807

若年性認知症に特化した電話相談窓口

です。

公益社団法人認知症の人と家族の会

☎ 0120-294-456

認知症の人を介護している家族、介護

に携わっている専門職の人、ボラン

ティアなどが会員となって、家族の集

い、電話相談、介護セミナーなどを行っ

ている全国的な組織です。

包括支援センターの職員（上段左から藤原・

安達・小西、下段左から今田・東・本田・

小山）。

特集　認知症になってもならなくても自分らしく幸せに暮らせるまち、与謝野町

初期集中支援チーム員会議の様子
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ふるさとを大事にできる

子どもであってほしい

与謝野町教育委員会教育長 長島　雅彦

【ながしま・まさひこ】１９６０年、与謝野町生まれ。小中高と地元で過ごし大学へ。

大学卒業後、一般企業に就職するも、その後、聴講生として教職課程をとり昭和

６０年から教員の道へ。本年３月に府立峰山高等学校を退職し、７月１日から教育

長に就任。大切にしている言葉「希望のあるところに道がある」

就
任
さ
れ
て
２
週
間
程
度
で
す
が

ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
？

　
関
係
諸
機
関
を
回
り
、
多
く
の
方
か

ら
本
町
教
育
へ
の
熱
い
思
い
と
期
待
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
が
日
に
日
に
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
事
務

局
の
職
員
か
ら
課
題
や
懸
案
事
項
等
の

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
自
ら
の
知
見
を

高
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

教
育
委
員
会
職
員
の
意
識
は

ど
う
映
っ
て
い
ま
す
か
？

　
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
が
使
命
感
、
本
町

教
育
に
対
す
る
熱
く
強
い
思
い
を
持
ち

な
が
ら
日
々
業
務
を
遂
行
し
て
い
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
学
校
教

育
課
と
社
会
教
育
課
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
良
さ
と
い
う
の
も
、
本
町
の
教
育
委

員
会
の
大
き
な
特
色
で
も
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
の
教
育
委
員
会
委
員
と

も
会
議
の
場
を
持
た
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
以
前
か
ら
話
を
聞
い
て
い
た
と
お

り
、
活
発
な
ご
意
見
や
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
け
る
充
実
し
た
委
員
会
が
開

催
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
身
を
も
っ
て
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

人
生
に
無
駄
は
な
い

大
学
進
学
時
か
ら

教
師
を
目
指
し
て
い
た
の
で
す
か
？

　
高
校
卒
業
後
、
少
な
く
と
も
そ
の
と

き
に
は
「
教
師
」
は
職
業
の
選
択
肢
に

は
な
か
っ
た
で
す
。
教
え
る
と
い
う
こ

と
に
関
し
て
、
強
い
自
信
が
自
分
の
中

に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学
卒
業

後
は
企
業
に
就
職
し
て
い
く
道
を
考
え

な
が
ら
進
学
を
し
ま
し
た
。
実
際
、
大

学
４
年
に
な
り
就
職
を
決
め
る
際
に
は

「
繊
維
関
係
」
の
メ
ー
カ
ー
を
志
望
し
、

就
職
し
ま
し
た
。

　
赴
任
し
た
四
国
の
工
場
に
は
、
働
き

な
が
ら
定
時
制
高
校
に
通
う
生
徒
た
ち

が
勤
務
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
子
た

ち
に
仕
事
の
合
間
に
勉
強
を
教
え
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
と
き
に
教
え
る
こ
と

の
大
切
さ
と
お
も
し
ろ
さ
、
さ
ら
に
学

校
と
い
う
場
所
が
い
か
に
大
事
か
と
い

う
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
大
学
に
聴

講
生
と
い
う
か
た
ち
で
戻
り
、
教
職
課

程
を
と
っ
て
教
職
に
就
き
ま
し
た
。
で

す
か
ら
、
少
し
回
り
道
を
し
な
が
ら
た

ど
り
着
い
て
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

回
り
道
の
人
生
の

良
さ
は
感
じ
ま
す
か
？

　
最
初
か
ら
将
来
を
決
め
て
い
れ
ば

も
っ
と
若
い
こ
ろ
か
ら
い
ろ
ん
な
学
び

を
し
て
い
た
だ
ろ
う
な
と
思
う
こ
と
は

あ
り
ま
す
が
、
回
り
道
を
し
た
中
で
い

７月１日、長島雅彦教育長

が誕生。初代教育長の垣
かき

中
なか

均
ひとし

氏、前任の塩
しお

見
み

定
さだ

生
お

氏の

教育方針を受け継ぎ、長島教育

長が目指す与謝野町の教育と

は。今月号では、長島教育長の

教育に対する考えをお伝えしま

す。

※ 内容は７月１２日の与謝野町有線テレビ

収録時をもとに編集したものです

ろ
ん
な
人
に
出
会
い
、
い
ろ
ん
な
こ
と

を
考
え
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
同
じ
よ
う
に
少
し
回

り
道
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
気
持

ち
が
よ
く
わ
か
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
「
人
生
に
無
駄
は
な
い
、
回
り

道
も
決
し
て
無
駄
は
な
い
」
と
思
っ
て

い
ま
す
。

子
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
の
対
応

教
育
信
条
に
対
す
る
考
え
は
？

　
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
ど
う
広
げ

て
い
く
か
が
、
周
り
の
大
人
や
社
会
の

役
目
だ
と
思
い
ま
す
。「
希
望
進
路
の

実
現
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
子
の
可
能

性
を
広
げ
て
い
く
こ
と
、
つ
ま
り
教
育

の
一
つ
の
大
き
な
目
標
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
目
標
を
実
現
し
て
い
く
と

き
に
前
提
に
な
る
の
は
「
人
権
尊
重
」

の
意
識
で
す
。
全
て
の
教
育
活
動
の
土

台
に「
人
権
尊
重
」の
意
識
を
強
く
持
っ

て
仕
事
を
し
て
い
く
こ
と
が
学
校
現
場

に
お
い
て
、
私
は
最
も
大
事
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
つ
の
信
条
が
生
き
る
と
き
は
？

　
子
ど
も
た
ち
と

同
様
、
教
員
・
職

員
も
岐
路
に
立
つ

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
教
員
が
困

難
な
こ
と
に
直
面
し
た
と
き
に
子
ど
も

の
立
場
で
判
断
が
で
き
て
い
る
の
か
、

い
わ
ゆ
る
「
子
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
」
で

対
応
が
で
き
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
は
保
護
者
の
方
も
同
様

で
、
今
後
18
歳
で
成
人
に
な
り
独
り
立

ち
し
て
い
く
中
で
、
今
の
段
階
で
ど
う

い
う
判
断
が
正
し
い
の
か
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
大
人
側
が
い
ろ
ん
な
か
た
ち
で

ア
ド
バ
イ
ス
を
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

地方教育行政の組織及び運営に関する

法律第１条の３の規定に基づき、与謝

野町の教育、学術および文化の振興に

関する総合的な施策の大綱を定めたも

のです。町長と教育委員で構成する総

合教育会議において協議のうえ町長が

策定するもので、町教育行政の指針と

なります。

教育大綱とは

与謝野町教育大綱

与謝野町教育大綱の内容

教育理念

世界中の国や地域で、自らの責務を果たすこ

とができ、自信と思いやりにあふれ、創造的

に未来を開拓する精神をもつ人間を育む

基本目標

１　学力

児童生徒の学力の状況を的確に把握・分析

し、個に応じた指導を実践することで、知

的好奇心の向上を図り、質の高い総合的な

学力を育む

２　思考力

創造性は与えられるものではなく、思考を

通した適切なプロセスから得られる結果。

ものづくりやデザイン教育を通じて、多角

的な思考力を育む

３　体力

健全な心身の発達を促し、明るく豊かで生

きがいのある生活を送れるよう、生涯にわ

たって体育・スポーツに親しむことができ

る資質や能力を育む

４　受容性

人権学習や異文化交流、与謝野学を通して、

人の個性や価値観の多様性を認め、自他を

尊重する心と実践力を育む

５　社会性

価値観が多様化する多文化共生の時代にお

いて、人間関係を形成し、円滑に維持する

ためのコミュニケーション力を育む

６　教育環境

家庭はすべての教育の原点。 ともに学び、

成 長する喜びを分かち合う家庭教育を地域

全体で支えるやさしい社会を育む

計画期間

平成３０年度～令和４年度

教育信条は

「希望進路の実現」と「人権尊重」
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図書館へ行こう！	 	 BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

災害への備え

『レスキューナースが教える新型コロナ×防災マニュアル
　コロナ禍で災害が起きても生き抜く！』　　辻直美 / 扶桑社

地震や水害だけでなく、
今は新型コロナ対策に頭
を悩ませる方も多いで
しょう。阪神淡路大震災
をきっかけに被災地で活
動する筆者が、感染症も
災害ととらえて具体的な
対策法や他の災害時の行
動を分かりやすく解説。

『もしも…に慌てない登山式ＤＥ防災習慣』
鈴木みき /講談社

アウトドアの人気が高
まっている今、登山の魅
力を女子目線で発信し続
ける筆者が、登山の備え
は防災にも役立つと、さ
まざまな技をマンガで紹
介。防災はもちろん、キャ
ンプや登山初心者でも役
立つ知恵が学べます。

９月１日は関東大震災が起きた日にちなむ防災の日です。これからは台風が多く
なる時期でもあります。大切な命を守るためにできることから始めませんか。

一般書  ●『学びを結果に変えるアウ
トプット大全』樺沢紫苑／サンクチュ
アリ出版 ●『井沢式新ニッポン風土記 
西日本編』井沢元彦／旅行読売出版社 

●『経済は統計から学べ！』宮路秀作／ダイヤモン
ド社 ●『脱プラスチック』レイチェル・サルト／
日経ナショナルジオグラフィック社 ●『サラリー
マン川柳いっしん傑作選』やくみつる／ＮＨＫ出版 
●『パンデミック日記』「新潮」編集部／新潮社 

今月の
新着図書

児童書  ●『うごきえほん』こんどうりょうへい／
福音館書店 ●『ほらふきカールおじさん』斉藤洋／
講談社 ●『ポッポーきかんしゃよるさんぽ』とよた
かずひこ／アリス館 ●『ぱんつくったよ。２』平田
昌広作・平田景絵／国土社 ●『学研まんが三国志　
全６巻』羅貫中／学研プラス ●『なぜ私たちは理系
を選んだのか』桝太一／岩波書店 ●『オイモはとき
どきいなくなる』田中哲弥／福音館書店 ●『どうぶ
つせんきょ』アンドレ・ホドリゲス／ほるぷ出版

『地震がきたらどうすればいいの？』
あかぎかんこさく・ｍｉｔｔｙえ / 埼玉福祉会

子どもが１人でいたとき
に地震が起きたら？　そ
んな不安を軽くするため
に、この絵本を家族で読
みながら話し合ってみて
はいかがでしょうか？　
文字が読みづらい人でも
分かりやすいように「絵
文字」が付いています。

『防災のサバイバル　クイズでわかる生き残り大作戦！』
国崎信江・山本典生監修　韓賢東マンガ / 朝日新聞出版

小学生に大人気の『サバ
イバルシリーズ』から子
ども版防災ハンドブック
が出版。大雨で道路が水
びだしになっていたらど
うする？　防災クイズに
チャレンジしながら防災
の知識を身に着け、命を
守る行動が学べます。

■日時 ９月24日（金） ※ 毎月第４金曜日
 午後１時30分～３時
■問い合わせ先 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会	与謝野晶子の童話を読む

「私の生い立ち ～ 嘘 ～」

図書館の最新情報はホームページから

図書館の最新情報やイベント情報、

休館情報はホームページからご確認

いただけます。

図
書
館
Ｈ
Ｐ

る
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
高
校
生
の

と
き
に
し
っ
か
り
と
地
域
と
つ
な
が
る

こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
す
る
思

い
を
確
か
な
も
の
に
し
て
卒
業
し
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
と
つ
な
が
る
事
業
と
し
て

高
校
魅
力
化
事
業
に
対
す
る
考
え
は
？

　
京
都
府
内
初
と
な
る
加
悦
谷
高
校
の

魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

は
、
非
常
に
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
高
校
生
が
地
域
と

つ
な
が
っ
て
い
く
意
味
は
、
す
ご
く
大

き
い
こ
と
で
す
。
小
中
学
校
で
「
ふ
る

さ
と
学
習
」
を
経
験
し
た
子
ど
も
た
ち

が
高
校
に
入
学
し
ま
す
が
、
残
念
な
が

ら
従
来
の
高
校
で
は
な
か
な
か
地
域
と

つ
な
が
る
学
習
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
小
中
学
校
で
地
元
に
対
し
て

肯
定
的
な
思
い
を
持
ち
な
が
ら
、
高
校

で
は
地
域
と
つ
な
が
る
機
会
が
な
い
中

で
進
路
を
選
択
し
て
い
く
の
が
今
ま
で

の
流
れ
で
し
た
。

　
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

に
よ
っ
て
、
高
校
の
と
き
に
現
実
的
に

将
来
の
仕
事
を
含
め
た
か
た
ち
で
地
域

と
つ
な
が
る
こ
と
で
、
高
校
生
の
具
体

的
な
進
路
決
定
に
良
い
影
響
を
与
え
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
地
元
で

就
職
し
て
く
れ
る
子
も
い
ま
す
し
、
一

旦
離
れ
て
も
戻
っ
て
こ
よ
う
と
思
っ
て

く
れ
る
子
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
戻
っ

て
こ
れ
な
く
て
も
ふ
る
さ
と
を
大
事
に

す
る
よ
と
い
う
子
た
ち
を
増
や
し
て
い

く
意
味
で
、
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
は
他
市
町
村
も
見
習
っ
て

い
る
先
駆
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
見
え
に
く

い
部
分
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
果

た
し
て
い
る
役
割
、
ま
た
今
後
の
与
謝

野
町
の
未
来
に
向
け
て
の
成
果
を
考
え

た
と
き
に
大
事
な
事
業
で
す
。

最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　
教
育
の
目
標
は
、
一
人
ひ
と
り
の
可

能
性
を
広
げ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の

努
力
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、
そ
れ

を
支
え
て
い
く
保
護
者
・
家
庭
・
学
校
・

地
域
・
教
育
行
政
、
そ
し
て
町
政
、
そ

れ
ら
全
て
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
こ
そ

可
能
に
な
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
社

会
総
が
か
り
、
町
民
総
が
か
り
で
教
育

現
場
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
生
き

て
い
く
未
来
の
準
備
を
進
め
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

未
来
の
準
備
を
教
育
現
場
で

与
謝
野
町
教
育
大
綱
を

実
現
し
て
い
く
た
め
の
考
え
は
？

　
２
つ
の
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今

の
小
中
高
生
、
園
・
保
育
児
を
含
め
て
、

子
ど
も
た
ち
が
生
き
て
い
く
時
代
は
大

き
く
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
、
そ
し
て
人
工
知
能
が
非
常

に
進
化
発
展
し
て
い
く
と
い
う
の
が
、

未
来
の
世
界
・
社
会
で
す
。
子
ど
も
た

ち
が
、
そ
う
い
う
時
代
・
社
会
で
生
き

て
い
く
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
、
少

な
く
と
も
与
謝
野
町
を
出
て
い
く
ま
で

に
身
に
つ
け
て
あ
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
１
つ
目
の
考
え
で
す
。

　
２
つ
目
は
、
離
れ
て
も
ふ
る
さ
と
を

大
事
に
で
き
る
、
そ
う
い
う
子
ど
も
た

ち
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
現
状
と
し
て
高
校
を
卒
業
す
る

約
９
割
の
子
ど
も
た
ち
が
一
旦
は
ふ
る

さ
と
「
与
謝
野

町
」
を
離
れ
て

い
き
ま
す
。
今

の
時
代
社
会

は
、
離
れ
て
い

て
も
ふ
る
さ
と

に
貢
献
が
で
き

未来の時代・社会を生きていくスキルを子どもたちに
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　「
本
当
に
公
共
施
設
が
整
備
さ
え
さ
れ

れ
ば
、生
活
は
豊
か
に
な
る
の
か
？
」「
公

共
施
設
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
拠

点
で
あ
り
、
単
に
施
設
（
ハ
コ
）
を
提
供

す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
」。
こ
の
言

葉
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
講
演
で
は
、
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
「
施
設
」
で
は
な
く

「
サ
ー
ビ
ス
」
の
改
善
と
解
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
、

▼
施
設
の
使
い
方
を
変
え
る
べ
き

　
最
後
は
、

杉
岡
准
教

授
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ

ー

に
、

和
田
副
町

長
を
交
え

て
、「
縮
小

社
会
の
た

め
施
設
総

数
の
削
減

は
仕
方
な
い
（
総
論
賛
成
）、
私
が
使
用

し
て
い
る
施
設
に
は
手
を
出
し
て
く
れ
な

い
で
欲
し
い
（
各
論
反
対
）」
と
い
う
意

見
が
一
般
的
に
多
い
中
で
、
３
つ
の
論
点

で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

【
論
点
】
公
共
施
設
だ
け
で
な
く
、
そ
こ

で
提
供
さ
れ
る
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
」
を
見

る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
と
は
？

▼
認
識
の
改
め
が
必
要

▼
ま
ず
は
体
験
。
現
場
を
見
る
こ
と
で
見

え
て
く
る
も
の
が
あ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
も

活
用
で
き
る
。

【
論
点
】
多
様
な
住
民
（
と
く
に
サ
ラ
リ
ー

町政

TOPICS
よさの地域デザイン会議

キックオフ しました。

　８月２２日、よさの地域デザイン会議「キックオフミーティング」をオンラインで開催しました。本会議は、

年齢、性別、居住地区、肩書などが異なる多様な住民に参加していただき、持続可能なまちづくりにおける公

共サービスのあり方、それに必要な公共施設のあり方について、対話により多彩なアイデアや提案を収集し、「公

共施設再配置計画」の策定へつなげること等を主な目的としたものです。今月号では、その内容を紹介します。

　
始
め
に
、
企
画
財
政
課
か
ら
本
会
議
の

設
置
の
背
景
や
、
趣
旨
、
そ
し
て
社
会
の

変
化
と
公
共
施
設
の
現
状
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

▼
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
中
、
あ
と
30
年
で
与
謝
野
町
の

人
口
は
半
分
に
な
り
、
ま
た
人
口

構
造
も
急
速
に
変
化
す
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
て
る
。

▼
与
謝
野
町
に
は
１
９
７
の
公
共

施
設
（
平
成
27
年
当
時
）
が
あ
り
、

２
０
３
１
年
に
は
建
築
か
ら
40
年

を
経
過
す
る
施
設
が
約
70
％
に
達

す
る
な
ど
、
今
後
多
く
の
施
設
で

改
修
や
建
て
替
え
の
時
期
が
到
来

す
る
。

▼
中
で
も
小
中
学
校
、
保
育
所
、

こ
ど
も
園
、
利
用
の
多
い
大
規
模

集
会
施
設
、
体
育
館
の
多
く
が
、

築
40
年
前
後
と
な
っ
て
る
。

▼
こ
れ
ら
す
べ
て
の
施
設
を
そ
の

ま
ま
維
持
・
更
新
す
る
た
め
に
は
、

今
後
30
年
間
で
１
５
７
・
５
億
円

不
足
（
２
０
１
６
年
時
点
）
す
る

と
試
算
し
て
る
。

▼
縮
小
し
て
い
く
社
会
の
変
化
と

将
来
の
負
担
を
考
え
、
公
共
施
設

へ
の
投
資
を
考
え
る
必
要
性
が
あ
る
。

▼
公
共
施
設
問
題
を
先
送
り
せ
ず
、
今
、

進
む
べ
き
道
を
決
め
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
時
期
が
到
来
し
て
い
る
と
判
断

し
、
本
会
議
を
設
置
し
た
。

縮
小
す
る
社
会
に
お
い
て
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
考
え
る

必要なのは、

「公民連携」＋「住民協働」

与謝野町のあり方（デザイン）を考える

－ 総論賛成・各論反対をどう乗り越えるか －

堤　洋樹　氏登壇者

福知山公立大学地域経営学部

准教授　杉
すぎ

岡
おか

　秀
ひで

紀
のり

　氏

与謝野町

副町長　和
わ

田
だ

　茂
しげる

パネルディスカッション

講　演

公共施設の再編と地域デザイン

前橋工科大学工学部建築学科

准教授　堤
つつみ

　洋
ひろ

樹
き

　氏

講師

▼
一
つ
の
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
が
目
的

で
は
な
く
、「
公
共
施
設
は
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
の
一
つ
の
方
法
」
と

捉
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
提
案
を
出
し

合
い
、
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

公共施設の建築年数と述べ床面積（出典　与謝野町公共施設等総合管理計画）

▼
施
設
整
備
は
単
独
（
点
）
で
は
な
く
協

働
（
面
）
で
考
え
る
べ
き

▼
施
設
整
備
に
は
地
域
の
声
を
聴
く
こ
と

が
不
可
欠

な
ど
、
次
々
と
キ
ー
ワ
ー
ド
が
飛
び
出
し

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
公
共
施
設
整
備
は
ま
ち
づ
く

り
で
あ
る
と
し
、「
従
来
の
首
長
か
ら
の

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
決
め
る
の
で
は
な
く
、

住
民
が
上
に
立
ち
住
民
代
表
で
あ
る
首
長

や
議
会
と
連
携
し
仕
組
み
を
作
り
上
げ
る

こ
と
。
ま
た
、
住
民
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
役
割
も
重
要
に

な
っ
て
く
る
」と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

本
当
に
必
要
な
の
か
検
討
す
べ
き
対
象
は
、

「
公
共
施
設
」
で
は
な
く
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
」

マ
ン
・
女
性
・
若
者
）
参
加
、
職
員
参
加

を
促
す
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
と
は
？

▼
住
民
参
加　

住
民
参
画

▼
自
分
の
意
見
＝
全
員
の
意
見
で
は
な

い
。
巻
き
込
み
が
ポ
イ
ン
ト
。
子
ど
も
も

立
派
な
意
見
が
あ
る
！

▼
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
多
世
代
」
を
意

識
す
る
こ
と

 【
論
点
】
他
市
町
の
事
例
を
自
分
の
ま
ち

に
生
か
す
ポ
イ
ン
ト
と
は
？

▼
「（
政
策
）
学
習
が
大
切
」「
広
域
の
視

点
も
重
要
」

▼
「
公
共
施
設
と
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
ト

レ
ー
ド
オ
フ
」「
日
ご
ろ
か
ら
自
分
た
ち

な
り
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
」「
自
分
プ
レ
イ

ヤ
ー
！
」

▼
官
民
連
携
を
上
手
に
活
用
す
る
た
め
に

は
、①
民
間
企
業
が
積
極
的
で
あ
る
こ
と
、

②
自
治
体
に
民
間
企
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
徹

底
的
に
行
う
体
制
が
あ
る
こ
と
、
③
経
営

面
か
ら
収
益
が
確
保
で
き
る
こ
と

地
域
デ
ザ
イ
ン
会
議
に
期
待
す
る
こ
と

▼
将
来
の
与
謝
野
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り

方
を
考
え
る
場
と
機
会
に
し
た
い

▼
あ
と
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
「
や
る
気
と

本
気
」

　
与
謝
野
町
の
あ
り
方
（
デ
ザ
イ
ン
）
に

正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
多
く
の

住
民
の
皆
さ
ん
の
「
納
得
解
」
を
私
た
ち

は
導
き
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
次
回
か
ら
、
加
悦
・
岩
滝
・
野
田
川
地

域
ご
と
に
デ
ザ
イ
ン
会
議
を
開
催
し
ま

す
。
情
報
は
随
時
発
信
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
延
期

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

パネルディスカッションの様子

ご意見・ご感想・ご提案は
常に受け付けています！

よさの地域デザイン会議委員でなくても、本件についてご意

見等を受け付けています。いただいたご意見等は、よさの地

域デザイン会議で共有いたします。

住所・氏名・年齢・性別をご記入いただき以下のいずれ

かの方法で、企画財政課までお届けください。

メール　kikakuzaise@town.yosano.lg.jp
ファックス　４６-２８５１

郵送　〒６２９-２２９２　与謝野町字岩滝１７９８番地１

【
受
付
方
法
】
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－ もうひとつの京都 －
日 本 博 京 都 府 域

アートフェスティバル
ＡＬＴＥＲＮＡＴＩＶＥ ＫＹＯＴＯ

京
都
府
で
は
、
地
域
の
歴
史
や

風
土
、
生
活
文
化
等
を
題
材

と
し
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
も

う
ひ
と
つ
の
京
都
」
を
、
日
本
博
の

一
環
と
し
て
令
和
元
年
度
か
ら
実

施
。
本
年
度
は
、
府
内
各
地
で
実
施

す
る
地
域
文
化
と
先
端
文
化
を
組
み

合
わ
せ
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
に
よ
る

空
間
演
出
や
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ

ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
※

を
活
用
し
た
現

代
ア
ー
ト
作
品
展
示
等
に
よ
る
取
り

組
み
を
「
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
府
域
で
一

体
的
に
開
催
し
ま
す
。

　
与
謝
野
町
で
も
伝
統
的
な
技
術
と

最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
た
実

験
的
な
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

アーティスト・尾
お

崎
ざき

ヒロミ（スプツ

ニ子！）とデザイナー・串
くし

野
の

真
まさ

也
や

と

のコラボレーションからうまれたユ

ニット。自然から得たインスピレー

ションをもとに、科学者やエンジニ

アと協力し、人間と自然の新しい関

係性を模索しながら、最新のテクノ

ロジーと伝統的な技

術を駆使した実験的

な制作活動を行なっ

ている。
尾崎ヒロミ

（スプツニ子！）
串野真也

「ＡＮＯＴＨＥＲ ＦＡＲＭ（アナザーファーム）」参加アーティスト

写真上 / 右下はＡＮＯＴＨＥＲ ＦＡＲＭの作品の一例

※ ＡＮＯＴＨＥＲ ＦＡＲＭの詳細は、上記のＱＲコードからご覧ください

問い合わせ先

京都：Ｒｅ－ｓｅａｒｃｈ実行委員会事務局

☎  075-414-4287

府内のアートフェスティバルの詳細や

イベントの最新情報は、右記のＱＲ

コードからご覧いただけます。

伝統的技術と最新テクノロジーを融合した作品の展示

府 内 の

開催情報

■ 京丹後会場

　９月２４日

　～１１月７日

■ 宮津・天橋立会場

　７月１０日

　～１１月７日

■ 福知山会場

　１０月１日

　～１１月７日

■ 南丹会場

　10 月１日

　～ 11 月７日

■ 八幡会場

　10 月１日

　～ 11 月７日

※ 芸術制作を行う者を一定期間ある土地に招き、滞在しながら作品制作を行う事業

シルクロード 
Ｂｏｕｎｄａｒｉｅｓ

テーマ 場　所

旧加悦町役場庁舎（２階）

日　時

９月２４日（金） ～ １１月７日（日）

午前１０時～午後５時（最終入場　午後４時３０分）
※ 金土日および祝日のみ公開〔１１月４日（木）は臨時公開〕

食
品
ロ
ス
の
現
状

　
日
本
の
食
品
廃
棄
物
等
の
量
は
年
間

２
５
３
１
万
ト
ン
。
そ
の
う
ち
、
本
来
食

べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
「
食
品

ロ
ス
」
の
量
は
約
６
０
０
万
ト
ン
で
す
。

こ
れ
は
国
連
食
料
計
画
に
よ
る
年
間
食
料

援
助
の
量
の
１
・
６
倍
で
す
。
ま
た
、
日

本
人
１
人
当
た
り
の
食
品
ロ
ス
量
は
１
年

で
約
47
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
毎
日
お
茶
碗

１
杯
分
の
ご
飯
を
捨
て
て
い
る
量
と
同
じ

で
す
。

環
境
負
荷
や
資
源
に
影
響

　
食
品
ロ
ス
が
も
た
ら
す
影
響

と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
？
　

家
庭
や
各
事
業
所
で
の
廃
棄
が

積
み
重
な
る
と
、
社
会
全
体
で

環
境
負
荷
や
資
源
の
無
駄
使
い

な
ど
の
問
題
を
招
き
ま
す
。
食

品
を
焼
却
処
分
す
る
際
に
排
出

さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
が
地
球
温

暖
化
の
要
因
と
な
る
温
室
効
果

を
助
長
し
、
食
品
ロ
ス
が
増
え

る
こ
と
で
、
結
果
的
に
地
球
温

暖
化
を
進
行
さ
せ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
世
界
に
は
、
貧
困

に
よ
り
満
足
に
食
べ
物
を
得
ら

れ
な
い
人
々
が
多
く
い
る
中
で
、

本
来
食
べ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
食

品
が
捨
て
ら
れ
て
お
り
、
食
料

資
源
が
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
問
題

が
あ
り
ま
す
。

町
民
１
人
当
た
り
約
32
キ
ロ
グ
ラ
ム

　
与
謝
野
町
で
は
、
２
月
に
食
品
ロ
ス
の

現
状
を
把
握
す
る
た
め
、
環
境
省
の
「
食

品
ロ
ス
実
態
調
査
支
援
事
業
」を
活
用
し
、

家
庭
か
ら
捨
て
ら
れ
る
燃
や
す
ご
み
を
対

象
に
調
査
を
実
施
。
調
査
結
果
か
ら
は
、

燃
や
す
ご
み
の
う
ち
食
品
ロ
ス
の
割
り
合

い
は
約
15
％
、
年
間
で
約
６
６
３
ト
ン

引き続きごみの減量化に

ご協力をお願いします！

食品ロスの削減やリサイク

ル紙の分別等は、宮津市・

伊根町・与謝野町の１市２

町でごみ処理を行う「宮津

与謝クリーンセンター」の

運営費に大きく影響しま

す。与謝野町の負担額は持

ち込まれるごみの量で決定

し、年間２億円を超える額

となっており、ごみの減量

化が町財政の負担軽減、皆

さんの家計の負担軽減にも

つながります。

今回の食品ロス実態調査

は、与謝野町を含め全国で

１８の自治体で実施されま

した。調査結果は、以下の

ＱＲコード（食品ロスポー

タルサイト）

からご覧いた

だけます。

（
金
額
換
算
で
約
２
億
円
）
発
生
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

分
別
や
環
境
へ
の
意
識
が
高
い

　
本
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
と
し
て
、

賞
味
・
消
費
期
限
が
残
っ
て
い
る
食
品
廃

棄
は
ほ
ど
ん
ど
な
く
、
期
限
切
れ
の
野
菜

や
果
物
等
の
食
材
の
比
率
が
高
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
燃
え
る
ご
み
へ

の
不
適
物
の
混
入
は
少
な
く
良
く
分
別
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
分
別
や
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
の

高
さ
の
表
れ
で
す
。
一
方
で
、
生
ご
み
や

書
類
を
新
聞
紙
等
に
包
ん
で
排
出
さ
れ
て

い
る
ご
み
が
多
く
、
燃
え
る
ご
み
に
占
め

る
紙
ご
み
の
比
率
が
高
い
た
め
、
引
き
続

き
紙
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
、
ご

み
の
減
量
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

10
月
は
食
品
ロ
ス
削
減
月
間

　
食
品
ロ
ス
削
減
推
進

法
で
は
、
毎
年
１０
月
を

「
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
」、

１０
月
３０
日
を
「
食
品
ロ

ス
削
減
の
日
」
と
定
め

て
い
ま
す
。
日
常
生
活

の
中
で
一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
、
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

調理くず
（25％）

その他のごみその他のごみ
（45％）（45％）

食べ残し
（８％）

リサイクルする紙ごみ

（15％）

手付かず食品
（７％）

燃えるごみに占めるごみの種類の割合
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健やか広場　 災害時の食に備えましょう 

９月は防災月間です。大規模な災害が発生すると、水・電気・ガスなどのライフラインが途絶えたり、

道路が寸断するなど、食料品の確保が困難になるおそれがあります。災害発生後は、食の支援が届く

までに約３日かかると言われています。その期間を乗り切るために、日ごろからよく利用する長期保存可能

な食品を多めに購入して買い置きしておくと安心です。

　町公式ホームページに「災害時の食に備えよう」というリーフレットを掲載していますので、

ぜひご覧ください。

ポイント 2 災害時は、いつもの食事ができずに体調を崩しやすくなります。家族構成に

応じて、普段よく食べる食品を準備しておきましょう。

乳幼児がいる場合

環境の変化で母乳の出が悪くな

ることもあります。念のために

準備しておくと安心です。

■

■

■

■

粉ミルク、ほ乳びん、離乳

食、使い捨て食器　等

食物アレルギーがある場合

は、アレルギー用食品

紙おむつ、赤ちゃん用おし

りふき

母子手帳　等

高齢者やかむこと等が

難しい方がいる場合

災害時は食欲が低下しがちで

す。普段よく食べる食品、慣れ

親しんだ味を用意しておきま

しょう。

■

■

■

軟らかくて食べやすい食品

（粥、おかずのレトルト食

品、パック入り食品）

嗜好品（ゼリー等）

薬、お薬手帳　等

糖尿病など慢性疾患の

ある方がいる場合

災害時は症状が悪化しがちで

す。日頃からコントロールする

スキルを身につけることも大事

です。

■

■

自分の状態に応じた食品

（病者用特別用途食品等）

薬、お薬手帳　等

町公式ＨＰ

ポイント 1 緊急持ち出し用の１次持ち出しと、災害が長期化した場合に備えて家で備蓄する

用の２次持ち出しに分けて用意しましょう。

１次持ち出しの例（緊急持ち出し用）

【食品】

■ 飲料（水、野菜ジュース）

■ 手軽な食べ物（あめ、栄養補助食品等）

【食品以外】

ウエットティッシュ・マスク・手袋

マッチ・ライター・カッパ

使い捨てカイロ・懐中電灯・ラジオ

常備薬・現金・緊急連絡先　等

【食品】

■ 飲料（１人２リットル / 日×家族の人数×３日分）

■ 主食類〔米（無洗米が便利）、レトルトご飯・粥、カップ麺〕

■ 主菜類〔レトルト食品（カレー等）、缶詰（ツナ缶、鯖缶等）〕

■ 副菜類〔即席汁物、野菜（玉葱、にんじん等）〕

■ その他（あめ、チョコレート、ビスケット、栄養補助食品等）

【食品以外】

使い捨て食器（紙皿、コップ、はし）・ラップ

アルミ箔・ビニール袋・カセットコンロ　等

２次持ち出しの例（家で備蓄する用）

※※ リュック等に入れ、すぐに持ち出せる場所に保管しましょう リュック等に入れ、すぐに持ち出せる場所に保管しましょう ※※ 日ごろの食事で利用しながら、サイクル保存しましょう 日ごろの食事で利用しながら、サイクル保存しましょう
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がんばってます！消防団 編集	●	第９分団

今一度、避難行動の確認をしましょう
　近年、集中豪雨や台風による激甚災害、また８月には九州地方で大雨特別警報が発令されるなど、線状降

水帯による豪雨災害が発生しており、私たちが暮らしている与謝野町でも、命に危険が及ぶ土砂災害や洪水

による災害がいつ発生してもおかしくありません。今一度、災害に対する防災意識を高め、気象情報や与謝

野町が発令する避難情報に十分注意し「自らの命は自らが守る」意識を持ち、自らの判断で適切な避難行動

をとりましょう。

「避難指示」で 

災害対策基本法が改

正され、これまでの

避難勧告が廃止。全

員避難は「避難指示」

に一本化されていま

すので、５段階の警

戒レベルと防災気象

情報について確認を

お願いします。

避難行動　　 つの心得55

全員避難全員避難

新型コロナウイルス感染症が収束しない中でも、自分の命を守るため危険な場所にいる人は避難しましょう。

1
避難とは「難」

を「避」けるこ

と。安全な場所

にいる人は、避

難場所への移動

は不要です。

2 3 4 5
マスク・消毒液・

体温計はできるだ

け自ら持参する。

事前に与謝野町

が指定する避難

場所・避難所を

ハザードマップ

等で確認する。

指 定 の 避 難 場

所・避難所だけ

でなく、安全な

親戚・知人宅に

避難することも

選択肢に。

避 難 す る 場 合

は、浸水しやす

い場所を避け、

できるだけ安全

なルートで避難

する。

警戒レベル

１

警戒レベル

２

危
険
な
場
所
か
ら

危
険
な
場
所
か
ら

高
齢
者

高
齢
者
等
は
等
は

避
難
！

避
難
！

危
険
な
場
所
か
ら

危
険
な
場
所
か
ら

全
員
避
難
！

全
員
避
難
！

心構えを
高める

避難行動の
確認

避難に時間を
要する人は避難

安全な場所へ
避難

（気象庁が発表） （気象庁が発表） （市町村が発令） （市町村が発令）

災害発生の 危険度

５警戒レベル （緊急安全確保）は既に災害発生、または切迫している状況。

警戒レベル ４

警戒レベル ３

与謝野町のハザー

ドマップは、以下

のＱＲコード（町

公式ＨＰ）からご

覧いただけます。

高齢者等避難

避難指示



問　商工振興課 ☎ 43-9012
持続可能な経済に向けて活発な議論を
第６期与謝野町産業振興会議発足

問　子育て応援課 ☎ 43-9024
子ども・子育て環境の充実を目指して
第５期子ども・子育て会議発足

　

７
月
19
日
、
加
悦
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、第
１
回
子
ど
も・

子
育
て
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
与
謝
野
町
で
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
事
業
計
画
の
策
定
や
、
さ
ま

ざ
ま
な
子
育
て
支
援
施
策
の
推
進

に
関
し
調
査
・
審
議
等
を
行
う
機

関
と
し
て
、平
成
25
年
度
か
ら「
与

謝
野
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

を
設
置
。
こ
れ
ま
で
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
策
定

を
は
じ
め
、「
幼
稚
園
保
育
所
の

再
編
を
含
む
、
就
学
前
教
育
・
保

育
の
有
り
方
」「
学
校
等
の
適
正

規
模
適
正
配
置
に
関
す
る
与
謝
野

町
教
育
委
員
会
基
本
方
針
」
に
つ

い
て
の
答
申
等
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
回
で
第
５
期
と
な
る
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
で
は
、「
第
２

期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
の
中
間
見
直
し
を
は
じ
め
、

各
種
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
策

に
つ
い
て
の
情
報
共
有
お
よ
び
調

査
・
審
議
等
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

山添町長から各委員に委嘱状を交付

「第２期子ども・
子育て支援事業計
画」の内容は、以
下のＱＲコード
（町公式ＨＰ）を
読み取
りご覧
くださ
い。

与謝野町子ども・子育て会議委員
任期　７月１日～令和５年６月 30日

会　
長　
山や

ま
添ぞ

え　
謙け

ん
三ぞ

う

副
会
長　
植う

え
田だ

友ゆ

香か

理り

委　
員　
永な

が
岡お

か
純す

美み

子こ

　
〃　
　
谷た
に

原は
ら　
良よ
し

子こ

　
〃　
　
村む

ら
尾お　
孝た

か
し

　
〃　
　
小お

谷だ
に　
愛あ
い

　
〃　
　
能の

勢せ　
光み

つ
子こ

　
〃　
　
細ほ
そ

見み　
厚あ
つ

子こ

　
〃　
　
長な

が
島し

ま　
弘ひ

ろ
晃あ

き

　
〃　
　
衣き
ぬ

川が
わ　
智と
も

博ひ
ろ

　
〃　
　
笠か

さ
井い　
康や

す
雄お

　
〃　
　
西に
し

原は
ら　
裕ゆ
う

子こ

　
〃　
　
椋む

く
平ひ

ら　
直な

お
康や

す

　
〃　
　
茂も

籠ろ　
祐ゆ

う
樹き

　
〃　
　
渡わ

た
邊な

べ　
志し

乃の

（
敬
称
略
）

　
７
月
30
日
、
岩
滝
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
第
１
回
与
謝

野
町
産
業
振
興
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。
与
謝
野
町
中
小
企
業

振
興
基
本
条
例
に
基
づ
く
会
議

で
、
平
成
22
年
度
か
ら
設
置

し
、
今
期
で
第
６
期
目
と
な
り

ま
す
。

　
会
議
の
冒
頭
で
山
添
町
長
か

ら
「
社
会
情
勢
が
著
し
く
変
化

し
て
い
く
中
で
、
持
続
可
能
な

経
済
や
各
種
産
業
振
興
を
展
開

し
て
い
く
た
め
に
、
多
様
な
意

見
を
出
し
て
活
発
な
議
論
を
い

た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
。
そ
の

後
、
会
長
に
塩
野
浩
士
氏
（
金

屋
）、
副
会
長
に
長
島
由
昇
氏

（
上
山
田
）
が
選
出
さ
れ
、
塩

野
会
長
か
ら
「
前
回
の
第
５
期

で
は
、
産
業
振
興
に
関
す
る
計

画
や
提
言
を
行
っ
て
き
た
。
今

期
の
産
業
振
興
会
議
は
、
委
員

と
し
て
高
校
生
、
大
学
生
な
ど

の
若
い
世
代
も
加
わ
り
、
よ
り

一
層
活
発
な
議
論
を
し
て
い
き

た
い
」
と
就
任
の
挨
拶
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
第
６
期
与
謝
野
町
産
業
振
興

会
議
は
、「
今
後
の
施
策
提
言

に
向
け
た
議
論
」「
中
小
企
業

振
興
基
本
条
例
の
見
直
し
に
向

け
た
議
論
」
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

会
長　

塩し
お

野の　
浩ひ
ろ

士し
（
一
般
公
募
）

副
会
長　

長な
が

島し
ま　

由よ
し

昇の
り

（
京
都
中
小
企
業
家
同
友
会
丹
後
支
部
長
）

委
員

鳥と
り

垣が
き　

壯た
け

司し
（
商
工
会
副
会
長
）

佐さ

さ々

木き

由ゆ

美み

子こ
（
商
工
会
女
性
部
副
部
長
）

今い
ま

井い　
信し
ん

一い
ち

（
商
工
会
青
年
部
副
部
長
）

羽は

賀が　
信の
ぶ

彦ひ
こ

（
商
工
会
機
業
部
会
幹
事
）

岩い
わ

西に
し　

拓た
く

男お
（
商
工
会
ま
ち
ぐ
る
部
部
長
）

小こ

林ば
や
し　

厚あ
つ

美み
（
く
す
ぐ
る
カ
ー
ド
会
副
会
長
）

浪な
み

江え　
敏と
し

一か
ず

（
観
光
協
会
理
事
）

山や
ま

﨑ざ
き　

信の
ぶ

之ゆ
き

（
農
業
委
員
会
会
長
）

大お
お

江え　
　
卓た
か
し（

担
い
手
認
定
農
業
者
会
議
副
会
長
）

三み
つ

井い　
真ま

里り

（
特
定
非
営
利
法
人
丹
後
福
祉
応
援
団
理
事
長
）

濱は
ま

田だ　
祐ゆ
う

太た
（
一
般
公
募
）

杉す
ぎ

岡お
か　

秀ひ
で

紀の
り

（
福
知
山
公
立
大
学
経
済
学
部
准
教
授
）

木き

原は
ら　

綱つ
な

雄お
（
㈱
京
都
銀
行
加
悦
谷
支
店
長
）

斎さ
い

藤と
う　

善よ
し

規の
り

（
京
都
北
都
信
用
金
庫
野
田
川
支
店
長
）

細ほ
そ

見み　
悠は

る
斗と

（
学
生
枠
・
福
知
山
公
立
大
学
情
報
学
部
１
回
生
）

辻つ
じ　
　
拓た
く
哉や
（
学
生
枠
・
加
悦
谷
学
舎
２
年
生
）

大お
お

月つ
き　

颯ふ
う

真ま
（
学
生
枠
・
加
悦
谷
学
舎
２
年
生
）

（
敬
称
略
）

与
謝
野
町

産
業
振
興
会
議
委
員

任
期　
７
月
１
日
～
令
和
５
年
３
月
31
日
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訂正とお詫び

『広報よさの８月号』
（No.186）において、掲
載内容に誤りがありまし
た。以下のとおり訂正し
てお詫びします。

【訂正内容】
・P12の「廃校、建て替
えられた旧４校舎」の白
田俊介さんの読み仮名。
正しくは「しらたしゅん
すけ」さんです。

問　企画財政課 ☎ 43-9015

町政への意見をいただきました
令和３年度町政懇談会

　
８
月
６
日
、
10
日
、
18
日
の

３
日
間
、
加
悦
・
岩
滝
・
野
田

川
地
域
で
町
政
懇
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
例
年
よ
り
も
会

場
や
参
加
人
数
を
制
限
し
て
の

開
催
で
し
た
が
、
３
会
場
で
80

人
の
方
が
参
加
さ
れ
、
町
政
に

対
す
る
ご
意
見
等
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

主
な
意
見
と
し
て
は
、「
子

ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
」

「
か
や
こ
ど
も
園
・
加
悦
小
学

校
へ
の
統
合
の
検
証
」「
野
田

川
地
域
の
社
会
教
育
施
設
の
あ

り
方
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

懇
談
会
の
詳
細
は
広
報
よ
さ
の

10
月
号
で
お
伝
え
す
る
予
定
で

す
。

野田川会場の様子

魅力化コーディネーター	長谷川隊員
地域おこし協力隊通信 60

問　社会教育課 ☎ 43-9026

加
悦
谷
高
校
お
よ
び
宮
津

天
橋
高
校
加
悦
谷
学
舎
（
以

下
、「
加
悦
谷
」）
で
活
動
し

て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
長は

谷せ

川が
わ

で
す
。
今
回
は
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
た
生
徒
の
話
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

突
然
で
す
が
、皆
さ
ん「
や

り
た
い
こ
と
、
将
来
成
し
得

た
い
こ
と
」
は
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
見
つ
か
る
と
思
い
ま

す
か
？　
私
は
「
い
ろ
い
ろ

な
経
験
を
す
る
こ
と
で
見
つ

か
る
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
生
活
、
普
段
の
生
活
も

含
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験

を
し
て
い
る
方
が
そ
の
幅
は

広
が
る
と
確
信
し
て
い
る
の

で
、
私
と
し
て
は
生
徒
た
ち

に
は
可
能
な
限
り
学
校
内
外

問
わ
ず
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

経
験
し
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
知
人
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
話
を
い
た
だ

き
、
募
集
を
か
け
た
と
こ
ろ

数
名
の
生
徒
が
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。
小
学
生
の
『
遊

び
た
い
』
に
一
緒
に
付
き
合

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
た

が
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
、
生
徒
た
ち
は
思
い
っ
き

り
小
学
生
た
ち
と
遊
ん
で
、

小
学
生
も
楽
し
そ
う
に
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。
参
加
し
た

生
徒
た
ち
か
ら
は
、「
私
た

ち
が
教
え
た
り
、
手
伝
っ
た

り
す
る
と
思
っ
て
い
た
け

ど
、
逆
に
子
ど
も
た
ち
に
教

わ
っ
た
こ
と
の
方
が
圧
倒
的

に
多
か
っ
た
」「
小
学
生
は

自
分
よ
り
も
た
く
さ
ん
知
識

持
っ
て
て
、
い
ろ
い
ろ
な
話

を
し
て
く
れ
て
驚
い
た
」
な

ど
、
小
学
生
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
ま

た
、
主
催
の
方
に
も
、「
す

ご
く
い
い
生
徒
た
ち
だ
」
と

お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
う
な
ん
で
す
。
加
悦
谷

の
生
徒
た
ち
は
本
当
に
心
優

し
い
子
が
多
く
、
私
と
し
て

は
生
徒
た
ち
の
良
さ
を
も
っ

と
地
域
の
人
た
ち
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
す
べ

て
で
は
な
い
で
す

が
、
高
校
生
が
地

域
に
と
っ
て
必
要

と
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
地
域
の
役
に

立
つ
こ
と
で
自
然

と
知
っ
て
も
ら
え

る
と
感
じ
て
い
ま

す
し
、
こ
う
い
っ
た

経
験
が
自
分
の
「
や

り
た
い
」
の
幅
を
広

げ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
活
動
は

「
経
験
を
増
や
す
」「
生
徒
た

ち
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

う
」「
地
域
の
役
に
立
て
る
」

と
、
一
石
三
鳥
な
の
で
も
っ

と
こ
う
い
う
機
会
が
増
え
た

ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
し
、
生
徒
た
ち
の
力
を

貸
し
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
長
谷
川
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

川遊びをする子どもたちと生徒たち
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お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

令和３年７月末現在

まちのうごき

人　口 20,770 人（－ 26）

　男　 19,979 人（－５）

　女　 10,791 人（－ 21）

世帯数 9,012 戸（－７）
※括弧内は前月比

※ この欄で紹介する出生とお悔やみは、７月 16 日から８月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工振興課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015
観光交流課
　☎ 43-9016

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031

入札日 工事等の名称 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 /税抜）

最低制限
価格

（千円 /税抜）
落札金額
（千円 /税抜）

落札率
（％） 期間

７/ ９ 大呂谷線道路改良（その３）工事 明石地内 ３者 株式会社田中工務店 21,799 19,123 19,123 87.72 R3/7/17
～ 10/29

７/20 千原線他測量設計業務委託 岩滝地内 14 者 キタイ設計株式会社京都支社 4,943 ― 4,420 89.42 R3/7/28
～ R4/1/31

７/20 旧加悦社会福祉センター解体撤去工事
設計業務委託 加悦地内 12 者 株式会社東亜設計 2,931 ― 2,727 93.04 R3/7/28

～ 10/29

７/20 旧加悦鉄道車両車庫新設等工事設計監
理業務委託 加悦地内 11 者 株式会社東亜設計 3,198 ― 2,929 91.59 R3/7/28

～ R4/3/31

７/26 鞭谷川河川改良（その４）工事 石川地内 ２者 石本建設株式会社 27,540 24,267 24,267 88.12 R3/8/3
～ R4/3/15

７/26 四辻停車場線側溝整備（その４）工事 四辻地内 12 者 江笠建材株式会社 4,013 3,469 3,496 87.12 R3/8/3
～ 11/12

７/26 向岩屋線横断暗渠修繕工事 岩屋地内 ８者 江笠建材株式会社 1,588 1,365 1,365 85.96 R3/8/3
～ 12/10

７/26 上水・下水道関連舗装本復旧①工事 石川地内他 ２者 株式会社田中工務店 8,091 7,017 7,017 86.73 R3/8/3
～ 12/3

問 　総務課 ☎ 43-9010７	月入札結果

委員会委員を紹介します！

　７月１日付けで、太
おお
田
た
明
あきら
さん（石川）を公平委員会委員に任命しました。

　公平委員会とは、職員の公正な人事の保障など、職員の給与や勤務時間など
の勤務条件に関する措置の審査、判定を行う機関です。なお、委員の任期は４
年です。

太
田
明
委
員
（
再
任
）



各種相談や催し等は、新型コロナウイルス感染症の影響により、内容が変更または中止になる場合がありま

す。詳しくは問い合わせ先までご確認をお願いします。

お知らせページ ＝問い合わせ先

＝申し込み先・方法

問

申

【有料広告】 【有料広告】

京都府女性の船「ステップあ京都府女性の船「ステップあ

けぼの」公開講座けぼの」公開講座

日時　９月 25 日（土）午前 10
時～正午
場所　知遊館　※ 入場無料
テーマ　「ゴミと環境」　講師　与
謝野町役場住民環境課職員
　　京都府女性の船「ステップあ
けぼの」宮津与謝支部
☎ 42-0569（長島）

丹後文化芸術祭「第３２回丹後丹後文化芸術祭「第３２回丹後

美術工芸展」の開催美術工芸展」の開催

日時　10月１日（金）～３日
（日）午前10時～午後５時
※ ３日は午後４時まで
会場　京丹後市大宮社会体育館
入場料　無料
　　京都府丹後文化会館
☎0772-62-5200

令和３年度与謝野町文化祭令和３年度与謝野町文化祭

令和３年度与謝野町文化祭は、新
型コロナウイルス感染症の影響
を考慮し、「令和４年３月５日
（土）、６日（日）」の日程で開
催を予定しています。
《展示発表》
場所　野田川わーくぱる
《ステージ発表　※	無観客》
場所　野田川体育館
その他　岩滝地域文化祭主催の
「岩滝文化の会」が、今年度を
もって解散されることとなりまし
たので、今年度および以降の岩滝
地域文化祭は開催されません。
　　社会教育課 ☎43-9026

結核健康相談の開催結核健康相談の開催

丹後保健所では次の日程で健康相
談を開催します。相談無料。

日時　９月 28 日（火）午後 2 時
～ 4 時　※ 申込不要
場所　京都府丹後保健所
対象者　▼ 近年、胸部レントゲ
ン検査を受けていない 65 歳以上
の方　▼ 結核に対して不安をお
持ちの方　など
内容　健康相談、胸部エックス線
検査等
　　丹後保健所 ☎ 0772-62-4312
【結核】今でも全国で１日に約 40
人の新しい患者が発生しており、
約６人が命を落としている日本の
感染症。新たに結核と診断された
人のうち 65 歳以上が７割近くを
占め、患者の高齢化が進んでいま
す。早期発見は重症化を防ぐため
だけではなく、大切な家族や職場
等への感染を防ぐためにも重要で
す。感染症法では 65 歳以上の方
は年に１回の胸部エックス線検査
が定められています。

女性相談を実施します女性相談を実施します

女性が抱えるさまざまな悩みや生
きづらさを、女性の相談員がお聞
きし、一緒に考えて問題解決のお
手伝いをします。秘密は厳守しま
すので、安心してご相談ください。
相談無料。
日時　10 月 15 日（金）午後１時
～４時　※当日申し込みもできま
すが、前日までの予約が０件の場
合は中止
場所　野田川庁舎
相談方法　１人 50 分程度　※ 要
予約（定員３人）
相談員　女性フェミニストカウンセラー
　　住民環境課 ☎ 43-9030

ふれあいバスのご案内ふれあいバスのご案内

社会福祉協議会では、買い物の送
迎支援事業を実施します。
日時　11 月 10 日（水）、12 日（金）
※ 買い物時間は午後１時～３時
行き先　加悦谷ショッピングプラ
ザ　ウイル
対象者　次の①～③に該当する交
通手段を持たない与謝野町在住者
① 高齢者世帯（世帯全員満 70 歳
以上）　② １人暮らし高齢者（満
70 歳以上）　③ 障害者手帳保持
者他①～③の付添者および介助者
定員　各日 15 人　※ 定員に達し
次第、申し込みを締め切ります
費用　無料
　　　　９月 24 日（金）までに、
加悦支所（☎ 42-7553）、岩滝支
所（☎ 46-5556）、野田川支所（☎
43-0294）へ。

与謝野町指定ごみ袋卸売・見与謝野町指定ごみ袋卸売・見

積業者の募集積業者の募集

資格　次の全てに該当する者
■ 与謝野町内に事務所または営
業所を置く者
■ 主に日用雑貨業を営む者で、
毎年度の売上高（過去3ヵ年）が
平均して１千万円以上ある事業者
■ 参加申請書を提出した者
添付書類　▼ 誓約書　▼ 事業所
等の登記簿謄本　▼ 営業経歴書
▼ 納税証明書（町税納税証明
書、消費税および地方消費税納税
証明書）　▼ 過去３ヵ年の決算
書　▼ 取扱品目一覧表
入札予定時期　10月下旬
指定袋供給期間　令和４年４月１
日から１年間の予定
指定袋取扱見込数量

《可燃ごみ袋》大・小・レジ袋タ
イプ合わせて年間 121 万枚程度
《資源・不燃ごみ袋》大・小・レ
ジ袋タイプ合わせて年間 77 万枚
程度
　　　　９月30日（木）まで
に、申請書類等を住民環境課（☎
43-9030）へ。

近畿圏パーソントリップ調査近畿圏パーソントリップ調査

へのご協力をお願いしますへのご協力をお願いします

９～11月に近畿圏内での人の１
日の動きを捉えるため、近畿圏
パーソントリップ調査を実施しま
す。ご家庭に調査票が届いた場合
は、調査実施へのご理解とご協力
をよろしくお願いします。
《パーソントリップ調査パーソントリップ調査》
人の動きを総合的に把握する唯一
の調査。調査結果は、駅前・バス
ターミナル等の交通整備、道路計
画等の検討のための貴重な基礎資
料となります。
近畿２府４県にお住いの方を対象
に、無作為に抽出したご家庭を調
査対象として調査票を郵送配布し
ます。
　　建設課 ☎43-9014

子育て支援医療費・福祉医療子育て支援医療費・福祉医療

費（ひとり親）助成制度費（ひとり親）助成制度

装具治療を受けられた場合、一旦
全額自己負担し、保険者に請求し
ていただき、保険者から７～８割
給付されましたら、子育て応援課
に申請してください。
※ 保険者に請求される際、意見
書・仕様書・領収書の原本を添付
する必要があります。子育て応援
課に提出するものは、コピーでも
申請できます
■ 負担額
200 円（ひとり親家庭は無償）
　　　　子育て応援課 ☎ 43-9024

【９月】祝日のごみ収集【９月】祝日のごみ収集

９月20日（月）は、ハッピーマ
ンデーのため収集を行います。
23日（木）は祝日のため収集は
行いません。お間違えのないよう
お願いします。
問　住民環境課 ☎43-9030

バス・鉄道時刻表の配布方法バス・鉄道時刻表の配布方法

を変更しますを変更します

10月１日（金）のダイヤ改正に
伴いバス・鉄道時刻表が新しくな
ります。例年、時刻表を各戸配布
していましたが、今年度からは各
戸配布を行わず、町公式ホーム
ページへの掲載、または次の場所
で配布します。
配布場所　役場各庁舎、与謝野
駅、丹後海陸交通株式会社
　　企画財政課 ☎43-9015

令和３年度与謝野町文化協会令和３年度与謝野町文化協会

視察研修の中止視察研修の中止

今年度の視察研修は、新型コロナ
ウイルス感染症の状況を踏まえ、
安全・安心を十分に確保した運営
を実施することが困難であると判
断し、中止とします。
　　社会教育課 ☎43-9026

問・申

問・申

問

問 問

問 問

問

問

問

問

問・申
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町の花木の普及啓発・活用方法あり方検討委員会委員の公募

与謝野町では、町の花木の普及啓発・活用方法について議論いただく委員会として「町の花木の普及啓発・活用方法
あり方検討委員会」を設置します。つきましては、ご意見をいただける方を委員として募集します。
募集人数

応募資格

任　　期

会　　議

謝　　礼

審査方法

問 ・ 申

２名程度
社会人で、町の花木（町の花「ひまわり」、町の木「椿」）の普及啓発・活用について関心があり、会議
に積極的に参加いただける町内にお住まいの方
令和３年度内を予定
平日昼間の開催を原則として、委員の予定を調整して実施します（３回程度を予定）
最終回の会議が終了した後に合計して謝礼を支払います（半日につき3,000円以内）
応募書類をもとに審査し、選考結果は10月中に応募者宛に直接通知します。
選考の結果、公募委員の採用をしない場合もあります
９月30日（木）の午後５時までに、応募用紙を総務課（☎43-9010）へ。
応募用紙は総務課および町公式ホームページにあります
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※ 送付対象者は１２歳以上の方です

※ 平成２１年９月１日生まれ以降の方は、12 歳の誕生日を迎えた翌月に発送します

接種券は届きましたか？　対象者への送付は完了 しています

問い合わせ先 与謝野町コロナワクチン受付相談センター ☎ 43-2822
※ 受付時間　午前９時～午後５時（土日祝日除く）

「個別接種」と「集団接種」の どちらかで接種 できます

１６歳以上
の方

個別接種 宮津市・伊根町・与謝野町内の町指定の２６医療機関で予約が可能です。

詳しくは、直接医療機関にお問い合わせください。

集団接種 与謝野町コロナワクチン受付相談センターに電話、または

Ｗｅｂ（右記ＱＲコード）から予約が可能です。

Ｗｅｂ予約ＵＲＬ　https://yosano-wakuchin.kca.or.jp/rms/

１２～１６
歳未満

の方

「個別接種」でのみ接種 できます

個別接種 宮津市・伊根町・与謝野町内の町指定の２１医療機関で予約が可能です。

詳しくは、直接医療機関にお問い合わせください。

注意事項
■ 予診票の「被接種者自書欄」に保護者（親）の署名が必ず必要です。

■ 接種時は原則保護者（親）の同伴が必要です。

ワクチン
接種済み

の方

引き続き感染予防対策 をお願いします

ワクチンを接種することで、新型コロナウイルス感染症の発症や重症

化を防ぐ効果は高いとされていますが、完全に感染しなくなるわけで

はありません。ワクチン接種後も感染して他の人に広めるおそれがあ

るため、以下の感染予防対策の継続が必要です。

■ ３密（密集・密接・密閉）の回避

■ マスクの着用

■ 石けんによる手洗いや、消毒用アルコールによる手指消毒の励行

注意事項

ワクチン接種後に新型コロナウイルス感染症に感染した事例が報告されています。

接種券（クーポン券）は大切に保管してください。

注意事項 接種券（クーポン

券）には「予防接

種済証」が付いて

います。国内では、

右図の青枠部分で

接種の事実を証明

することができま

す。

新型コロナワクチン接種情報


